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司 会 益川敏英,三輪浩, 山村正俊









牧 : Geistであるか共同便所であるかというような広重氏の発想は果 して良いのでしょうか｡
久保 : いや,良いのかどうか･-0




















司会 '. 先程,言い落 したことがあるので,それを加えて位田さんの問題に入りたい｡それはア トム型の
受け入れ側 と来る側の間頓が指摘されたこと,それに,かつては基研だけであったが,現在は幾っ
かの研究所が出来,また,基研自身 も20数年間整理されてきた中で起っている問題なので,昔の








その新 しい芽を如何に生かすかという形で次の在 り方を考えていく,その結果 としてまずい点がな
くなっていくという考え方を取らなければ,具体的な再編成の方向は考えにくいのではないか｡
もう一つ基研がこれから直面する問題を指摘 したい｡それは各大学のstaffsの平均年令が高くな





























吉川 : 所内の方が遠慮 しなければならない雰囲気ならば,それは基研にとって不味いことだ｡核研では




位田 : 吉川 さんの意見は誤解｡私は所員の立場としていったのではなく,研究者の一人として言った｡
実際他の人からもそういう研究会の提案がなかった｡研究会の決め方に,そういうものを持ち出す
ことに対する抵抗感を感 じさせるものがあるのではないかということを心配 した訳です｡
佐藤 : 牧さんが言われた固有部門の独自性の問題と,位田さん,吉川 さんの話は同じ問題だ.しかし共


























なり違 うと思 う｡また,それぞれ,大学運営のしがらみの中で限界 を十分知 り尽している人よりも
限界を知らない若い人達が,自分達のや りたい事を実現 したいと考える中で,新 しいことが出てく
るのではないか｡
司会 : 重要な指摘が続いていますが,時間がありませんので,あと2-3名の方で打ち切 りたいo
岩崎 : 僕は,今,末包さんがおっしゃったようなことについては反対 したつもりだ｡というのは毎回研






年令層を変れば良いということだけでは解決 しないということを強調 したいと思 う｡
末包 : 僕の言ったことを大分誤解されている｡若手と古手が独自に運動するようなことがなくなるよう
にすべきだと思 う｡難 しいことは,運営委の人にやって貰えば良いが,難 しいということを知って
いる人は最初からやらないので,それでは進まない｡知らない人の方が積極的にやれる｡



























な所で問題を整理し,このまま議論のしっ放 しではなく,必 らず何 らかの形で答を出し,それに対
応する案を作って実行するという決意のもとに,時間がありませんので,この討論を終 りたいと思
います｡
以 上
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